
コースNo.11

関西校
決算書の読み方講座（�月)
～実は面白い！身近な業務に直結する財務～

月 日 時 間
事務連絡 9：30～　9：40

 9：40～ 12：40

 9：30～ 12：30

13：40～ 17：40

13：30～ 17：30

 9：30～ 12：30

13：30～ 17：30

17：30～ 17：40 修了証書交付

科 目 内 容

2024年

（3日間、21時間）

安田 勝也（やすだ かつや）

株式会社パール
代表取締役　

研修のねらい

講 師 紹 介（敬 称 略）

研修のポイント

中小企業大学校

財務管理

　経営活動の成果を表した決算書を的確に読み解くこと
は、財務面から企業経営・業務を行っていく上で重要な第
一歩です。
　本研修では、決算書の仕組みや用語の意味、数字の流
れなどを理解した上で、決算書から経営体質や今後の課
題などを読み取るポイントについて、モデル決算書を交え
て具体的に学びます。

決算書の構造と記載内容の意味を学びます。

決算書を通じて経営状況を把握できるように
なります。

決算書を分析して今後の事業展開に関する
意思決定の手がかりを学びます。

����年大阪府生まれ。大阪市立大学大学院理学研究科（数学専攻）を修了後、システム開発会社にて財務会計を中心とした業務支援システム等の開発・導入支援を
担当。����年に安田コンサルティングを設立。コンサルティング、セミナー・講演会、システム開発、公的支援等に従事。主に、建設業における経営戦略・財務管理（決算
書の読み方、資金繰り計画の立て方等）をはじめ、営業・原価管理・コストダウン・人材育成・組織活性化・経審評点アップ・ＩＴ等幅広い支援を行っている。研修やセミ
ナー講演においては、複雑な話もわかりやすい例えを用いて相手の理解を深める指導が好評。
<保有資格>・中小企業診断士、行政書士、システムアナリスト、建設業経理事務士１級

研修期間

会場

6/11   ～6/13火 木

※事務連絡等を含んだ時間：��時間��分

決算書を読む前に

決算書と財務の基礎

決算書を読む

決算書から読む
企業活動のヒント

（演習）

管理者・新任管理者層
対象者

30名
32,000円（税込）

定　員

受講料

•  財務初級レベル
•  財務、経理部門以外の管理者の方

身近で比較が容易な企業の決算書を題材に、クイズや
ディスカッションを交え、イラストを使いながら細かい
数字にとらわれず視覚的に理解を深め、決算書から企
業活動が読み取れる面白さを味わいます。

・ 決算書とは
・ 決算書から読み取れる企業の戦略や背景の違い
・ 財務会計分野の全体像と各分野の概要

決算書を読む上で必ず理解しておきたい事項について
学びます。

・ 決算書の必要性
・ 決算書ができるまでの流れと用語の意味
・ 利益と資金繰りの違い
・ 中小企業と大企業の決算書の違い

具体的なモデル決算書を題材に、企業活動の背景を
理解しながら、決算書を読んでいきます。

・ 損益計算書を読む
・ 貸借対照表を読む
・ キャッシュ・フロー計算書を読む

具体的なモデル決算書を題材に、実際の企業活動との
連動をイメージしながら、業種や戦略による財務体質の
違いや今後の課題、事業展開に関する意思決定の手が
かりについて、ディスカッションを交え楽しく学びます。

・ 企業体質と採算の考え方
・ 収益力の検証と改善のヒント
・ 資金繰りの検証と改善のヒント

中小企業大学校 関西校
大阪市中央区安土町2-3-13
大阪国際ビルディング

6/13
木

6/11
火

6/12
水

持ち物

電卓をご持参ください。

井上 圭吾（いのうえ けいご）

アイマン総合法律事務所
弁護士

講師紹介（敬称略）

����年京都大学法学部卒。����年弁護士登録。大阪弁護士会副会長、株式会社グンゼ社外監査役、株式会社近鉄百貨店社外監査役、国土交通省近畿地方
整備局事業評価監視委員会委員、奈良県生駒市監査委員等を歴任し、企業法務の実務指導、各種研修講師として幅広く活動中。最新の訴訟事例にも明る
く、講義は明快で好評を博している。
主な著書として、「会社法務の実務が分かる辞典」「遺言と相続対策」「事例にみる遺言の効力」「Ｑ＆Ａスポーツの法律問題〔第�版〕」（いずれも共著）などが
ある。

コースNo.12

研修のねらい 研修のポイント

　事業活動を行っていく上では、企業の存続に関わる予期し
ない法的トラブルが生じることがあります。また、インターネッ
トやSNSの発達により企業の不祥事が一層注目されるように
なり、コンプライアンスを重視した経営のあり方が改めて求め
られています。
　今や、トラブルは起きてから対応するものではなく、未然に防ぐ
ための仕組みや体制を構築しておくことが重要です。
　この研修では、中小企業が直面しやすい法的トラブルを未
然に防ぐための企業法務の基礎知識や考え方を習得するとと
もに、多様で複雑なリスクに対応するリスクマネジメントのあ
り方について学びます。

経営者や経営幹部が知っておくべき企業法務
の基礎知識を学びます。

さまざまな事例を通して、経営リスクの対処
法を学びます。

企業経営に必要な「法的なものの見方や考え
方」を身につけます。

会場

研修期間 月 日 時 間
事務連絡

中小企業を取り巻く
法的環境と最近の動向

企業法務の基礎知識と
リスクマネジメントの
考え方

リスクマネジメントの
実践に向けて

9：30～   9：40

 9：40～11：10

 9：30～12：30
 13：30～14：30

11：10～12：40
 13：40～16：40

14：30～16：30

科 目 内 容

16：30～16：40 修了証書交付
※事務連絡等を含んだ時間：��時間��分

6/11
火

6/12
水

トラブルを未然に防ぐ
企業法務の勘所

～事例から学ぶ、経営リスクマネジメント～

中小企業大学校

企業経営・経営戦略

対象者

20名
22,000円（税込）

定　員

受講料

経営者・経営幹部
•  企業法務の基礎知識を学びたい方
•  法的思考センスを養いたい方
•  自社のリスクマネジメントを強化したい方

社会・経済環境の変化も踏まえ、企業法務の意義と
役割、コンプライアンスの重要性について理解します。
また、最近の法改正の動向についても学びます。
・ 企業法務の意義と役割
・ 内部統制とコンプライアンスのあり方
・ 最近の法改正と動向

企業法務の基礎知識と留意点について、中小企業が直面
しやすいトラブル事例やケーススタディを交えて学びます。
また、積極的にリスクに向き合い、コントロールする
ためのリスクマネジメントの考え方について理解し
ます。
・ ビジネスパーソンに求められる「法務力」と視座
・ 企業経営におけるリスクマネジメントの考え方
・ 知っておきたい会社運営の基礎
 （会社の機関、株主総会運営、増資など）

・ 企業法務の基礎知識と留意点
 （契約、債権管理・回収、情報管理、労務管理、クレーム・
  紛争処理・弁護士との付き合い方など）

これまで学んだ内容を実践していくために、自社の法務
リスクを洗い出し、今後の予防策立案や運用に向けた
検討を行います。

・ 自社の法務リスクの洗い出し
・ 予防策と体制構築、運用に向けた検討

関西校

2024年
6/11   ～6/12 火 水

（2日間、12時間）

中小企業大学校 関西校
大阪市中央区安土町2-3-13
大阪国際ビルディング
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